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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第63期

第１四半期
連結累計期間

第64期
第１四半期
連結累計期間

第63期

会計期間
自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日

自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日

自　平成26年４月１日
至　平成27年３月31日

売上高 (千円) 8,404,782 9,351,445 37,149,066

経常利益 (千円) 167,700 267,850 593,992

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 91,970 162,101 407,086

四半期包括利益又は包括
利益

(千円) 98,981 182,975 306,146

純資産額 (千円) 16,340,022 16,231,275 16,407,663

総資産額 (千円) 23,338,566 26,012,990 26,749,274

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 6.37 11.23 28.20

潜在株式調整後
１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 6.36 11.16 28.11

自己資本比率 (％) 70.0 62.3 61.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △40,276 206,442 △364,221

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △203,380 △508,172 71,398

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △285,353 △472,878 464,661

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 3,952,408 3,898,985 4,675,307
 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連

結累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としてお

ります。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】
　

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

（提出会社）

　　当第１四半期連結会計期間において、新たな経営上の重要な契約等は行われておりません。

　　なお、当第１四半期連結会計期間における、主な代理店契約は、次のとおりであります。

 相手先  契約締結年月日  主要取扱品目  契約期間 契約内容

 

オムロン株式会社
インダストリアル
オートメーション
ビ ジ ネ ス カ ン パ
ニー(IAB)

 平成22年４月１日  

PLC・スイッチ・センサ・リレー・タイ
マ・温度調節器・視覚認識装置・メカ
トロニクス関連機器、オンボード関連
商品

 
平成27年４月１日～
平成28年３月31日
(毎年度更新中）

販売店
(注)１

 

パナソニック株式
会社エコソリュー
ションズ社

 昭和38年12月１日  照明器具・配線器具・分電盤・配電盤  
平成27年４月１日～
平成28年３月31日
(毎年度更新中）

代理店
(注)２

 

日東工業株式会社  昭和29年４月１日  
受変電設備機器・分電盤・配電盤・
ボックス・システムラック

 
平成27年４月１日～
平成28年３月31日
(毎年度更新中）

代理店

 

(注) １　昭和32年７月１日に立石電機株式会社(現：オムロン株式会社)と特約店契約を締結し、平成22年４月１日よ

り、上記契約内容に変更となっております。

２　昭和38年12月１日に松下電工株式会社（現：パナソニック株式会社）と代理店契約を締結し、平成24年４月

１日より、上記契約内容に変更となっております。
　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日～平成27年６月30日）における当社グループを取り巻く景況は、中

国景気の下振れ懸念や欧州経済の足踏み等の不安要素もありますが、企業収益の改善を背景とした設備投資は回復基

調が継続しており、不透明感はあるものの個人消費も消費増税後の落ち込みから緩やかに持ち直しております。

　当社グループの主力販売先である電気機器・電子部品・産業機械業界においては、半導体・液晶製造装置関連の主

要顧客で一部に在庫調整の動きが見られたものの半導体の微細化投資やスマートフォン関連需要に伴う投資が継続し

ました。また、メガソーラーにかかわる設備投資も電力各社の接続保留等、懸念事項はありますが継続しておりま

す。

こうした環境のもと、当社グループは「もの造りサポーティングカンパニー」として、顧客ニーズに直結した営業

活動と業務改善の推進による品質の更なる向上、商品安定供給のための在庫拡充等の取り組みを行ってまいりまし

た。また、メカトロ商材の拡販、エネルギーインフラ市場・メディカル市場への営業活動を強化するとともに中部以

西のマーケットの開拓を一層進めるために昨年の「コンポーネンツ関西営業所」に続き、本年４月には「コンポーネ

ンツ名古屋営業所」を新設いたしました。

　以上の施策を実施することにより利益の確保に努めた結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は９３億５１百万

円（前年同四半期比11.3％増）、営業利益は２億８百万円（前年同四半期比71.0％増）、経常利益は２億６７百万円

（前年同四半期比59.7％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は１億６２百万円（前年同四半期比76.3％増）と

前年同四半期に比べ増収増益となりました。なお、受注損失引当金は平成27年３月末の４億１９百万円から５１百万

円減少し、３億６７百万円となっております。
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また、当社グループの商品分野別の売上高につきましては、次のとおりであります。

①ＦＡ機器分野

センサー、制御機器、表示機器、制御盤等が増加し、売上高は４９億６４百万円（前年同四半期比12.8％増）と

なりました。

②情報・通信機器分野

外部記憶装置、ＦＡコンピューター等が増加し、売上高は９億１５百万円（前年同四半期比17.0％増）となりま

した。

③電子・デバイス機器分野

コネクター、電源等が増加し、売上高は８億９４百万円（前年同四半期比7.3％増）となりました。

④電設資材分野

ボックス、ケーブルアクセサリー等が増加し、売上高は２５億７６百万円（前年同四半期比8.0％増）となりま

した。

 

(2) 財政状態の分析

①資産

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて７億３６百万円減少し、２６０億１２百万

円となりました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べて１２億４６百万円減少し、１８２億６０百万円となりました。

　これは主に、在庫の増加１億９６百万円、現金及び預金の減少７億７６百万円、受取手形及び売掛金の減少３億

７２百万円によるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて５億１０百万円増加し、７７億５２百万円になりました。

　これは主に、本社ビル建替えによる建設仮勘定の増加５億２４百万円によるものであります。

②負債

当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べて５億５９百万円減少し、９７億８１百万円と

なりました。

流動負債は、前連結会計年度末に比べて４億６８百万円減少し、７６億９３百万円となりました。

　これは主に、支払手形及び買掛金の減少５億５８百万円、未払法人税等の減少２億２５百万円によるものであり

ます。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて９１百万円減少し、２０億８８百万円となりました。

　これは主に、長期借入金の減少８０百万円によるものであります。

③純資産

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べて１億７６百万円減少し、１６２億３１百万

円となりました。

これは主に、当第１四半期連結累計期間の親会社株主に帰属する四半期純利益の計上１億６２百万円と、未払配

当金の支払３億６０百万円によるものであります。なお、自己資本比率は62.3％となりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第１四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末から７

億７６百万円減少し、３８億９８百万円となりました。当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの

状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、資金は２億６百万円の増加となりました。（前年同四半期における資金は４０百万円の減少）

　これは主に、税金等調整前四半期純利益２億６７百万円、売上債権の減少３億７２百万円、前受金の増加４億７３

百万円による増加要因、たな卸資産の増加１億９５百万円、仕入債務の減少５億５８百万円、法人税等の支払２億３

７百万円の減少要因によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、資金は５億８百万円の減少となりました。（前年同四半期における資金は２億３百万円の減少）

　これは主に、有形固定資産の取得による支出４億９２百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、資金は４億７２百万円の減少となりました。（前年同四半期における資金は２億８５百万円の減

少）

　これは主に、配当金の支払額３億６０百万円によるものであります。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあ

りません。

 

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 47,590,000

計 47,590,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成27年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成27年８月７日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,152,600 15,152,600
東京証券取引所
(市場第一部)

1.完全議決権株式であり、権
利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式

2.単元株式数は100株

計 15,152,600 15,152,600 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年４月１日～
平成27年６月30日

─ 15,152,600 ─ 1,819,230 ─ 1,527,493
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　平成27年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)  
普通株式   714,400

―
1.権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

2.単元株式数は100株

完全議決権株式(その他) 普通株式 14,436,500 144,365 同上

単元未満株式 普通株式     1,700 ― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 15,152,600 ― ―

総株主の議決権 ―  ―
 

(注)１　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれてお

ります。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数10個が含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が59株含まれております。

３　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成27年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

② 【自己株式等】

平成27年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数の
合計(株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

(自己保有株式)
スズデン株式会社

東京都文京区
湯島二丁目２番２号

714,400 ― 714,400 4.7

計 ― 714,400 ― 714,400 4.7
 

 

 
 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成27年４月１日から平成

27年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 4,693,307 3,916,985

  受取手形及び売掛金 10,820,660 10,447,681

  商品 3,383,283 3,579,521

  その他 610,192 316,896

  貸倒引当金 △1,062 △1,030

  流動資産合計 19,506,381 18,260,054

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 2,320,436 2,286,245

   土地 3,911,613 3,911,613

   その他（純額） 176,185 697,142

   有形固定資産合計 6,408,235 6,895,000

  無形固定資産 102,254 103,395

  投資その他の資産   

   その他 774,994 796,583

   貸倒引当金 △42,590 △42,043

   投資その他の資産合計 732,403 754,539

  固定資産合計 7,242,892 7,752,935

 資産合計 26,749,274 26,012,990

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 5,727,383 5,168,783

  短期借入金 400,116 380,116

  未払法人税等 251,285 25,997

  賞与引当金 176,167 86,947

  役員賞与引当金 ― 6,990

  受注損失引当金 419,576 367,910

  その他 1,187,627 1,656,884

  流動負債合計 8,162,155 7,693,629

 固定負債   

  長期借入金 874,389 794,360

  退職給付に係る負債 1,061,845 1,058,299

  その他 243,220 235,425

  固定負債合計 2,179,454 2,088,085

 負債合計 10,341,610 9,781,714
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,819,230 1,819,230

  資本剰余金 1,540,416 1,540,416

  利益剰余金 13,253,351 13,054,499

  自己株式 △321,112 △321,112

  株主資本合計 16,291,884 16,093,032

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 55,042 76,268

  為替換算調整勘定 58,120 55,681

  退職給付に係る調整累計額 △8,338 △6,251

  その他の包括利益累計額合計 104,824 125,698

 新株予約権 10,954 12,544

 純資産合計 16,407,663 16,231,275

負債純資産合計 26,749,274 26,012,990
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

売上高 8,404,782 9,351,445

売上原価 7,172,826 7,956,772

売上総利益 1,231,955 1,394,673

販売費及び一般管理費   

 荷造運搬費 96,432 105,866

 給料手当及び賞与 482,923 503,707

 株式報酬費用 1,656 1,590

 法定福利費 67,143 86,248

 退職給付費用 50,506 38,498

 賃借料 54,461 78,925

 減価償却費 43,602 46,245

 賞与引当金繰入額 76,038 86,947

 役員賞与引当金繰入額 7,500 6,990

 その他 229,892 231,374

 販売費及び一般管理費合計 1,110,155 1,186,393

営業利益 121,799 208,279

営業外収益   

 受取利息 926 629

 受取配当金 5,143 1,328

 仕入割引 51,067 55,084

 為替差益 - 3,354

 その他 6,417 14,119

 営業外収益合計 63,554 74,516

営業外費用   

 支払利息 1,134 2,194

 手形売却損 5,569 5,503

 売上割引 3,594 2,505

 為替差損 1,986 -

 減価償却費 - 4,609

 その他 5,369 132

 営業外費用合計 17,653 14,945

経常利益 167,700 267,850

特別利益   

 投資有価証券売却益 617 -

 特別利益合計 617 -

税金等調整前四半期純利益 168,317 267,850

法人税、住民税及び事業税 8,921 16,266

法人税等調整額 67,425 89,482

法人税等合計 76,347 105,749

四半期純利益 91,970 162,101

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 91,970 162,101
 

EDINET提出書類

スズデン株式会社(E02838)

四半期報告書

11/18



【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

四半期純利益 91,970 162,101

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 14,509 21,225

 為替換算調整勘定 △7,680 △2,439

 退職給付に係る調整額 182 2,087

 その他の包括利益合計 7,011 20,873

四半期包括利益 98,981 182,975

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 98,981 182,975

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 168,317 267,850

 減価償却費 48,796 50,854

 株式報酬費用 1,656 1,590

 受注損失引当金の増減額（△は減少） - △51,665

 賞与引当金の増減額（△は減少） △99,520 △89,220

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △7,500 6,990

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 15,409 △3,546

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △572 △579

 受取利息及び受取配当金 △6,069 △1,958

 支払利息 1,134 2,194

 為替差損益（△は益） 22 △29

 投資有価証券売却損益（△は益） △617 -

 売上債権の増減額（△は増加） 68,819 372,022

 たな卸資産の増減額（△は増加） △108,439 △195,463

 仕入債務の増減額（△は減少） △70,757 △558,124

 その他 230,198 643,602

 小計 240,879 444,518

 利息及び配当金の受取額 5,812 1,647

 利息の支払額 △1,082 △2,102

 法人税等の支払額 △286,226 △237,621

 法人税等の還付額 339 -

 営業活動によるキャッシュ・フロー △40,276 206,442

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △180,620 △492,141

 無形固定資産の取得による支出 △3,048 △13,030

 投資有価証券の取得による支出 △23,946 △3,132

 投資有価証券の売却による収入 1,291 -

 敷金及び保証金の差入による支出 △1,971 △1,591

 敷金及び保証金の回収による収入 1,915 1,723

 定期預金の払戻による収入 3,000 -

 投資活動によるキャッシュ・フロー △203,380 △508,172

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入金の返済による支出 △42,910 △100,029

 ファイナンス・リース債務の返済による支出 △11,433 △11,896

 配当金の支払額 △231,010 △360,953

 財務活動によるキャッシュ・フロー △285,353 △472,878

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4,908 △1,713

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △533,919 △776,322

現金及び現金同等物の期首残高 4,486,328 4,675,307

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  3,952,408 ※1  3,898,985
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

(会計方針の変更)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　

平成25年９月13日）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持

分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結

累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)
　
※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

現金及び預金 3,967,408千円 3,916,985千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △15,000千円 △18,000千円

現金及び現金同等物 3,952,408千円 3,898,985千円
 

 

(株主資本等関係)
　
前第１四半期連結累計期間(自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日)

　
１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月８日
取締役会

普通株式 231,010 16 平成26年３月31日 平成26年６月９日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの
　
　　　該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日)
　
１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月12日
取締役会

普通株式 360,953 25 平成27年３月31日 平成27年６月12日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの
　
　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日)

当社グループは、電機・電子部品販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

当第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

当社グループは、電機・電子部品販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 6円37銭 11円23銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 91,970 162,101

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
　　四半期純利益金額(千円)

91,970 162,101

    普通株式の期中平均株式数(株) 14,438,141 14,438,141

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 6円36銭 11円16銭

    (算定上の基礎)   

　　親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（千円） ― ―

    普通株式増加数(株) 21,735 88,043

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

平成27年５月12日開催の取締役会において、平成27年３月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり期

末配当を行うことを決議いたしました。

　①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　      360,953千円

　②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25円

　③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　平成27年６月12日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年８月３日

スズデン株式会社

取締役会  御中

 

有限責任監査法人トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　北  方  宏  樹     印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　井  出  正  弘     印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているスズデン株式会

社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成27年４月１日から平成

27年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、スズデン株式会社及び連結子会社の平成27年６月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

EDINET提出書類

スズデン株式会社(E02838)

四半期報告書

18/18


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間

	(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

